
中
南
米
で
見
つ
け
た

日
本
人
移
住
の
歴
史

冬
の
日
本
を
飛
び
立
ち
、
地
球
の
反
対

側
、
真
夏
の
パ
ラ
グ
ア
イ
に
到
着
し
た

の
は
１
月
下
旬
―
。
中
南
米
と
い
え
ば
、
日
本

か
ら
地
理
的
に
最
も
遠
い
地
域
の
一
つ
。
実
は
、

約
１
６
３
万
人
（
推
定
）
も
の
日
系
人
が
暮
ら

す
と
い
う
、
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
〝
身
近
〞

な
場
所
で
も
あ
る
。

　「
す
ご
い
！
」

　
こ
の
一
言
し
か
出
て
こ
な
か
っ
た
。

　「
遠
い
と
思
っ
て
い
た
パ
ラ
グ
ア
イ
に
、
日

本
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
世
界
が
あ
る
な
ん

て
」

　
目
の
前
に
広
が
る
街
並
み
を
眺
め
な
が
ら
、

そ
う
驚
い
た
表
情
で
話
す
の
は
「
な
ん
と
か
し

な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」※
1
著
名
人
メ
ン
バ

ー
の
川
嶋
あ
い
さ
ん
。
日
本
国
内
で
１
０
０
０

回
を
超
え
る
路
上
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
若
者
か
ら

圧
倒
的
な
支
持
を
得
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
だ
。

　
川
嶋
さ
ん
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
活
動

と
並
行
し
て
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ「
ア
イ
ラ
ブ

ワ
ゴ
ン
」
を
立
ち
上
げ
、
開
発
途
上
国
の
学
校

建
設
支
援
を
行
う
と
い
う
一
面
を
持
つ
。
き
っ

か
け
は
、
中
学
生
の
時
に
見
た
ア
フ
リ
カ
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
。
や
せ
細
っ
た
子
ど
も

た
ち
を
見
て
「
私
に
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
」
と
思
っ
た
の
が
原
点
だ
。

　
最
初
に
川
嶋
さ
ん
が
向
か
っ
た
先
は
、
首
都

ア
ス
ン
シ
オ
ン
か
ら
車
で
約
５
時
間
、
１
９
６

１
年
に
日
本
人
の
入
植
が
始
ま
っ
た
ピ
ラ
ポ

市
。
街
中
に
あ
る
移
住
資
料
館
に
は
、
約
半
世

紀
前
、
原
生
林
が
覆
い
茂
る
土
地
を
開
拓
し
て

い
る
日
本
人
の
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
第
二

次
世
界
大
戦
後
、
こ
の
地
に
渡
っ
て
き
た
日
本

人
た
ち
が
苦
労
を
重
ね
、
荒
れ
た
土
地
を
開
拓

し
て
〝
一
つ
の
街
〞
を
生
み
出
し
て
き
た
歴
史

を
熱
く
語
る
の
は
、
ピ
ラ
ポ
日
本
人
会
事
務
局

長
の
日
系
１
世
の
佐
藤
満
さ
ん
。
そ
の
話
に
、

川
嶋
さ
ん
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
し
か
し
日
系
社
会
の
発
展
の
裏
側
で
、
現
地

の
人
々
か
ら
こ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。「
ど
う
し
て
日
系
人
ば
か

り
が
大
農
場
を
持
っ
て
い
る
の
か
」。
同
じ
地

域
の
中
で
も
、
ピ
ラ
ポ
市
周
辺
に
は
ま
だ
ま
だ

貧
し
い
人
々
が
多
く
存
在
す
る
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
「
ピ
ラ
ポ
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
派
遣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
。
野
菜
栽
培
、
公
衆
衛
生
、
家
政
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
が
日

系
社
会
と
協
力
し
な
が
ら
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
貧

困
地
域
の
生
活
改
善
・
所
得
向
上
を
支
援
し
て

い
る
。

　
そ
の
中
の
一
人
、
ピ
ラ
ポ
市
内
の
貧
困
地
域

で
活
動
す
る
大
澤
理
絵
隊
員
の
活
動
を
視
察
し

た
川
嶋
さ
ん
。
こ
の
日
は
、
現
地
の
女
性
た
ち

が
サ
ン
ダ
ル
に
ビ
ー
ズ
の
飾
り
を
つ
け
る
作
業

を
し
て
い
た
。「
自
分
た
ち
の
手
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
楽
し
く
、
手
軽
に
作
れ
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
」
と
大
澤
さ
ん
は
話
す
。

完
成
し
た
製
品
は
ピ
ラ
ポ
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な

ど
で
売
ら
れ
、
女
性
た
ち
の
貴
重
な
収
入
源
と

な
っ
て
い
る
。
地
域
に
溶
け
込
み
、
日
系
人
と

パ
ラ
グ
ア
イ
人
の
懸
け
橋
と
な
っ
て
い
る
隊
員

た
ち
と
出
会
い
、
川
嶋
さ
ん
は
「
自
分

と
同
世
代
の
隊
員
た
ち
に
勇
気
を
も
ら

っ
た
」
と
感
銘
を
受
け
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
境
近
く
に

あ
る
イ
グ
ア
ス
移
住
地
へ
。
国
内
最
大

規
模
の
日
系
人
口
８
５
０
人
を
擁
す
る

こ
の
移
住
地
で
は
、
日
系
移
住
者
が
不

耕
起
栽
培
と
い
う
大
豆
の
栽
培
方
法
を

採
用
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ
全
土
へ
の
普
及

に
成
功
し
て
い
る
。
こ
こ
で
出
会
っ
た

の
が
、
イ
グ
ア
ス
日
本
人
会
の
福
井
一

朗
会
長
。
岩
手
県
出
身
の
福
井
さ
ん
は

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
遠
く
離
れ
た

祖
国
の
危
機
を
テ
レ
ビ
で
目
の
当
た
り

に
し
て
、「
何
か
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
」
と
い
う
。「
被
災
地
支
援
〜

豆
腐
１
０
０
万
丁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」※
2

が
始
ま
っ
た
経
緯
を
聞
き
、
川
嶋
さ
ん
は
彼
ら

が
日
本
に
寄
せ
る
思
い
を
か
み
し
め
て
い
た
。

　
続
い
て
向
か
っ
た
の
が
、
日
本
の
20
倍
以
上

の
面
積
を
有
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
。
色
と
り
ど
り
の

花
や
緑
に
囲
ま
れ
た
パ
ラ
グ
ア
イ
か
ら
一
転
、

近
代
的
な
高
層
ビ
ル
が
目
の
前
に
現
れ
た
。
１

９
０
８
年
に
７
９
１
人
の
日
本
人
移
民
が
降
り

立
っ
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
。
現
在
、
そ
の
数
は
約
１

５
０
万
人
ま
で
に
拡
大
し
て
い
る
。

　
川
嶋
さ
ん
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
あ
る
ブ
ラ
ジ

リ
ア
学
園
を
訪
問
。
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
こ
の
学
校
で
は
、
日
系
社

会
青
年
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
浅
岡
径
子
隊
員

が
日
本
語
や
日
本
文
化
を
教
え
て
い
る
。「
ブ

ラ
ジ
ル
の
子
ど
も
た
ち
は
、
み
ん
な
自
分
の
長

所
を
知
っ
て
い
ま
す
。
幸
せ
に
生
き
て
い
く
力

を
持
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
」
と
い
う
浅

岡
さ
ん
の
言
葉
に
う
な

ず
く
川
嶋
さ
ん
。
浅
岡

さ
ん
の
授
業
で
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
折
り
紙

を
切
り
ば
り
し
て
〝
愛
〞

の
文
字
を
作
る
な
ど
交

流
を
深
め
て
い
た
。

　
パ
ラ
グ
ア
イ
と
ブ
ラ
ジ

ル
で
、た
く
さ
ん
の
出
会

い
と
経
験
を
得
た
川
嶋

さ
ん
。「
日
本
人
の
底
力

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。
私
も
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
着
実
に
続
け
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。
地
球
の
反
対
側
の
も
う
一
つ

の
〝
日
本
〞
か
ら
運
ば
れ
た
優
し
い
思
い
を
胸

に
、
こ
れ
か
ら
も
温
か
い
音
楽
を
奏
で
て
く
れ

る
に
違
い
な
い
。

in パラグアイ＆ブラジル

真格
差
是
正
の
た
め
に
奮
闘
す
る

青
年
海
外
協
力
隊

ブラジリア学園では、日本語はもち
ろん、折り紙や童謡、あやとりなど
の日本文化も教えている

パラグアイのサントドミンゴ村で、農村部の子ども
を支援するミタイ・ミタクニャイ基金の活動を視
察。サッカーボールをプレゼントした

手工芸の技術指導をする大澤さん（右）。
サンダルにビーズをつけて販売する

in ラグパラ アイ＆ブラジル

川嶋あいさん
地球の反対側で見た

日本の軌跡

文・写真＝鈴木由佳里（JICA広報室）

大
都
会
サ
ン
パ
ウ
ロ
で

日
本
文
化
を
学
ぶ

※1途上国の現状について知り、一人一人ができる国際協力を推
進していく市民参加型プロジェクト。実行委員会は、NPO法人国
際協力NGOセンター（JANIC）、JICA、国連開発計画（UNDP）。
※2「パラグアイ日本人会連合会」がかじを取り、被災地支援の一
環としてイグアス移住地産の非遺伝子組み換え大豆１００トンをイ
グアス農業組合の協力を得て提供。日系農家と大豆の取引を行っ
ている株式会社ギアリンクス（岐阜県）を通じて豆腐に加工され、被
災地で配布された。

シンガーソングライターとして活動する傍ら、
NGOを立ち上げて開発途上国の学校建設に取り組む川嶋あいさん。

地球の反対側にある日本人の移住の歴史を見てみたい―。
今年1月、日本と中南米とのつながりを確かめるべく、

パラグアイとブラジルに飛んだ。

イグアス日本語学校の子どもたちと［上写真］。川嶋さんは「50年
前にこの地に来て、命をかけて原生林と闘ってきた人たちのこと
を語り継いでいってほしい」という思いで歌をプレゼント［下写真］

福井さん（左）にイグアスの広大な大豆畑を案内してもらう川嶋さん

ブラジル

パラグアイ
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